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　【目的】

L −form （L 型） と呼ばれ る細胞壁 を欠 く状態が多 くの 細菌で 報告 され て い る 。 細菌細
胞 壁 の 合成 阻 害は抗生物質 の 作用 タ ーゲ ッ トの ひ とつ で あ り、細胞壁 合成 制御に関
する 知見 は有用な もの と思 われ る 。 今回、寒天平 板上 に枯 草菌 を植菌後 、カバ ー グ
ラス を被せ て 培養 を行 っ た と こ ろ 、 L 型化 と思 われ る 形態 変化 を含む特徴的な増殖
形態 が観察 され た の で 、 そ の 結果を報告する 。

　【方法】

Bacillus　subtilis　168 株 を最小 合成培地 （Spizizen
’

smedi   ）、　 C　1 （Spizizen
’

s　medium に

O．05％酵母エ キス 、 0．02％ カザ ミ ノ酸を添加） 、 LB 、
　TBAB 、　 BHI 寒天平板培地上 に

植菌後 、 カバ ー
グ ラス を被せ 、 37℃ にて 培養 し 、 顕微鏡観察 を行 っ た 。 それぞれの

培養菌体の 全菌体タ ンパ ク質 を SDS −PAGE に て解析 した 。

【結果】

最小 培地で の 細胞 は液体培養時 と同等の 桿 状の 形態を示 した 。

一
方、LB 、　TBAB 、

　BHI
の リッ チ培 地 で は、個々 の 細 胞 の 伸長化 と秩 序的で 集 団性を持 っ た拡が りが観察 さ
れ た 。 Cl 培地 で の 培養 で は リッ チ 培地 で の 細胞伸長 、集団性 と と も に 、 細胞 の 肥 大

化、球状化 、 棍棒 状化 と い っ た 著 し い 形態変化が観察された 。 肥大化 ・ 球状化 は増
殖の 中心部、棍棒状化は端 部に 多 く観察 され た 。 カ バ ー グ ラス を剥が して しば ら く

放置 した とき 、及 び増殖がカバ ー
グ ラス の端に まで 達 し、外 側に 出て きた とき には

通常の 桿状形態に 回復 した 。全菌体 タ ンパ ク質の SDS −PAGE 像比較か ら、異形化 を

示す C1 培養の細胞で は い くつ か の タ ンパ ク質バ ン ドの 消失 、 及びバ ン ド量の減少が

見 られ た 。

【考察】

L 型化 と思われる形態変化が見 られ た Cl 培養の 菌体か らは 、 リゾチ
ー

ム を用い ない 、

直接の 1％SDS ボイル の みで容 易に 菌体タ ンパ ク質が溶出 したこ とか ら 、
　C1 培地カ

バ ー グラス 下の 増殖で は 、 欠如 を含む、何 らかの 細胞壁 の 構造変化が生 じて い る と

考え られた 。 Cl 培地 で の この ような形態変化は最小合成培地に 0．05％酵母エ キス の

み 、 ある い は O．02％ カザ ミ ノ酸 の み を添加 した 際に も観察 された。枯草菌細胞 の 異
形化 には界面 、 栄 養 と い っ た環境 ・

培養因子が関与 して い る もの と考え られた 。

現在、通常 の 形態 を示 した最 小合成培地 培養と異形化の 見 られ た Cl 培養 にお ける全
菌体タ ンパ ク質像 の 比較か ら、発現 に違 い が見 られ た タ ンパ ク質の 同定を行 っ て い

る 。 今後、それらタ ンパ ク質遺 伝子 の 変 異株 を用い 、 細胞壁 合成 系 を中心 に解析 を

進め る予定で ある 。
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